
今年は自然災害が多く発生した年になってし
まった。それも過去に例のない規模とか、想像
を超えたとか、想定外という表現が使われるほ
ど大きな災害となった。
東北地方太平洋沖地震では、これほど大きな
地震が四方や日本で起きるとは想定外であった
し、あのような大津波も外国での話しであり、
日本では起きないものと思っていた。
7月末の新潟・福島豪雨も記録的な雨量を観
測し、新潟県中越地方や福島県会津地方に河川
の氾濫、堤防の決壊、土砂崩れ等の大きな被害
になってしまった。また、台風12号では紀伊
半島を中心に大量の雨が長時間に亘って降り続

き、その結果河川が氾濫して家屋が流され、或
いは大規模な土砂崩れを誘発して道路が寸断さ
れるなどの大きな被害となった。
これらの大災害に遭った人たちは、今まで経
験したことのない、見たこともない恐ろしい状
況であったと口々に話されている。
自然は、時として牙を剥き、猛威をふるい、
あらゆる地物を破壊する。こうなれば人間の力
は無力となってしまう。しかし、人間には、百
年規模の自然災害を全て防ぐことは不可能であ
るが、減災することは可能であるし、そのため
の対策はこれからもやっていかなければならな
い。 （名取） 
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